
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 





１ 中央図書館機能拡充基本構想策定委員会設置要綱 
 

 

平成２８年１１月４日 

２８世教中図第２３７号 

 

（目的及び設置） 

第１条 中央図書館は、第２次世田谷区立図書館ビジョンの基本理念である「知と学びと文化の

情報拠点」としての各図書館・図書室等の中核であるとともに、自館の施設、設備においても、

多くの機能を合わせ持った世田谷区の中央館としてふさわしい規模・設備を有するよう、機能

の拡充が求められており、その基本構想の策定に向けた検討を進めることを目的として、中央

図書館機能拡充基本構想策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、中央図書館の機能拡充に関し、次の事項について検討し、その結果を教育長

に報告する。 

（１）中央図書館の機能拡充に伴い、教育センター機能の移転が図られるため、教育センタ

ー跡地を中央図書館として活用することを前提とした基本構想を取りまとめること。 

（２）改修基本計画及び設計に係る条件整理をすること。 

（３）その他、図書館サービスなどに関すること。 

 

（組織等） 

第３条 委員会は、別表第 1に掲げる者をもって組織する。 

  

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により決定する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指定する委員がその

職務を代行する。 

 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、過半数以上の委員の出席がなければ開催することができない。  

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

４ 委員会は、必要があると認めたときは、委員会以外の者の出席を求めて、意見若しくは説明

を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、教育政策部中央図書館に置く。 

 



（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長が定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成 28年 11月 4日から施行する。 

２ この要綱は、本件基本構想の教育長への報告終了日をもって廃止する。 

 

 

別表第１（第３条関係） 

 
選 出 区 分 人 数 

学識経験者 ２ 人 

地域活動団体等の代表 ３ 人 

小中学校長 ２ 人 

区職員 ５ 人 

     計 １２ 人 



２ 中央図書館機能拡充基本構想策定委員会名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 中央図書館    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選 出 区 分 職 名 等 氏     名 人 数 

学識経験者 

 

日本大学教授 

文教大学事務局参事 

平 野  英 俊 

戸 田  あきら 

２ 人 

 

地域活動団体等の

代表 

「おはなし広場」代表 

「山の木文庫」代表 

「麦の会」代表 

牧 野    桂 子 

富 本  京 子 

畑 尾  朱 志 

３ 人 

小中学校長 

 

 

若林小学校長世小研・学校 

図書館研究部長 

桜木中学校長世中研・図書

館研究部会長 

大久保  一 彦 

 

遠 江  義 智 

２ 人 

区職員 

 

教育長 

教育政策部長 

副参事（学校経営推進担当） 

教育相談・特別支援教育課長 

施設営繕第一課長 

 堀   恵 子 

工 藤  郁 淳 

青 木   雄 二 

松 田  京 子 

安 間  正 伸 

５ 人 

 

                             計 １２人 



３ 中央図書館機能拡充基本構想策定委員会概要 

 

 

平成２８年１２月１４日（水）午後３時から 

第１回策定委員会 

：委員会運営について 

：第２次世田谷区立図書館ビジョンについて 

：中央図書館機能拡充基本構想策定の取組みについて 

：意見交換など 

 

 

 

平成２９年１月１７日（火）午後３時から 

第２回策定委員会 

：中央図書館固有の機能及び一般図書館機能について 

：中央図書館に望まれる新たなサービス・機能のあり方について 

：意見交換など 

 

 

 

平成２９年２月６日（月）午後３時から 

第３回策定委員会 

：機能拡充（案）について 

：機能拡充（案）に基づくゾーニング案について 

：意見交換など 

 

 

 

平成２９年３月９日（木）午後３時から 

第４回策定委員会 

：基本構想（案）について 

：機能拡充に向けた今後の取組みについて 

：意見交換など 

 

 













 

 
 

５ 教育センター床の耐荷重について 

 

床の耐荷重について 

耐荷重の想定 
図書館機能を現教育センター機能を有する 2、3 階に拡充する上で、その積載荷重の条件上、

どの程度書架を配置できるかについて、以下に整理します。 
ここで耐荷重の設定にあたり、構造計算書における積載荷重の設定値より、教室相当の耐荷

重として検討します。 
 

荷重条件上可能な書架の配置 
以下の図のように、書架間隔、書架段数に応じた単位面積あたりの荷重が、そのパターン

ごとに、設定した耐荷重内に収まるかについての確認を行った結果、最大で低書架（3 段）、

書架間隔 1800～2400ｍｍ（通路幅 1200～1800ｍｍ）にて書架を配置することが可能という結

果となりました。 
 

※確認申請が必要となった場合、積載荷重の設定値は建築主事の判断により上記の検討値と

異なる値とすることが求められる可能性があります。 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

※「建築設計資料集成〔教育・図書〕」より 
※      は計算上設置可能となった単位面積

当たりの収蔵冊数 



 

 
 

６ サピエ（視覚障害者情報総合ネットワーク）について 

 
概要 

「サピエ」は、視覚障害者及び視覚による表現の認識に障害のある方々に対して点字、デイジ

ーデータをはじめ、暮らしに密着した地域・生活情報などさまざまな情報を提供するネットワー

クです。「サピエ」は、日本点字図書館がシステムを管理し、全国視覚障害者情報提供施設協会が

運営を行っています。 

※サピエ HP より 
  



 

 
 

個人会員・加入団体 
「サピエ」は、視覚障害者等の個人会員約１万５千人が直接利用しています。 

また、全国の視覚障害者情報提供施設(点字図書館)や公共図書館、ボランティア団体、大学図書館

など３３０を超える施設や団体が加盟して、約８万人以上の視覚障害者、そして、情報を必要と

する多くの方々への情報サービスを行っています。 
 

直接利用の個人会員の利用は無料です。施設・団体の会員については年間４万円、書誌データ

のアップロード・ダウンロードのみで点字データ・デイジーデータなどをダウンロードしない場

合は年間２万円となっています。ボランティア団体は年間１万円で利用できます。 
東京２３区内の会員施設・団体を下記に示します。 
 
 
 

表 東京 23 区内のサピエ会員施設・団体一覧 

区 施設・団体名 区 施設・団体名 

千代田区 千代田区立千代田図書館 大田区 大田区立障がい者総合サポートセンタ

ー 声の図書室 

港区 港区立みなと図書館 目黒区 目黒区立目黒本町図書館 

 霊友会法友文庫点字図書館 世田谷区 世田谷点訳奉仕グループてんとうむし 

 東京都立中央図書館  東京都立久我山青光学園 

台東区 台東区立中央図書館  信愛福祉協会点字出版部 

文京区 東京都立文京盲学校  点訳つくし 

 筑波大学附属視覚特別支援学校 新宿区 日本障害者リハビリテーション協会 

 文京区立真砂中央図書館  新宿区立戸山図書館 

北区 点訳サークル六星会  東京都視覚障害者生活支援センター 

 東京都北区立中央図書館  もうでん録音ライブラリー 

荒川区 荒川区立南千住図書館  点訳サークル スペース 

足立区 足立区立中央図書館  東京ヘレン・ケラー協会点字図書館 

葛飾区 葛飾区立中央図書館  中野区立中央図書館 

墨田区 点訳きつつき  日本盲人会連合点字図書館 

 墨田区立ひきふね図書館 中野区 日本点字図書館 

江戸川区 江戸川区立中央図書館 杉並区 点訳サークル スペース 

江東区 ぶどうの木 ロゴス点字図書館 豊島区 豊島区立中央図書館ひかり文庫 

 江東区立江東図書館  点訳サークルウィズ 

品川区 品川区立品川図書館 練馬区 練馬区立光が丘図書館 

※サピエ HP より 
 
  



 

 
 

利用状況 
サピエ図書館では、音声などでもわかりやすいホームページから、点字データ約１８万タイト

ル以上、音声デイジーデータ約７万タイトル以上がパソコンや携帯電話によってダウンロードで

きます。しかも、各館が所蔵する約６６万タイトルの膨大な資料が、オンラインリクエストなど

によって利用できます。また、必要なデータの集積を順次進めている「地域・生活情報」の利用

などによって、さまざまな情報が得られるほか、図書の製作に関する支援も行っています。 

※サピエ HP より 
  



 

 
 

７ 東京 23 区内の中央図書館のアクセスについて 

 
東京 23区内の中央図書館の駐車場・駐輪場の整備状況及び公共交通機関の整備状況について下

表の通り整理しました。 
東京 23区内の中央図書館では、世田谷区同様に身障者用のみ設けている事例が多くなっていま

す。一般用の駐車場を整備している事例もありますが、いずれも近接する公共施設等の駐車場と

兼用としている事例が多く、図書館単独で整備している事例はありません。 

 
 
 

表 東京 23 区内の中央図書館の駐車場・駐輪場及び公共交通の整備状況 
図書館名 延床面積 駐車場 駐輪場 公共交通 

1 世田谷区立 

中央 

4,134 ㎡ 

（現状） 

一般用：なし 

身障者用： 2 台 

 

あり 

 

世田谷線上町駅徒歩 10 分 

田園都市線桜新町駅徒歩 10 分 

バス弦巻営業所 (渋谷駅･目黒駅

～弦巻営業所)徒歩 1 分 

バス松丘交番前 (渋谷駅～祖師

ヶ谷大蔵駅・成城学園前駅・調布

駅南口、祖師ヶ谷折返所～等々

力、田園調布駅～世田谷区民会

館)徒歩５分 

2 練馬区立 

光が丘 

3,576 ㎡ 一般用：なし 

身障者用：1 台 

不明 都営大江戸線「光が丘駅」 徒歩

8 分 

3 杉並区立 

中央 

4,397 ㎡ 一般用：なし 

身障者用：あり 

不明 JR 中央線、東京メトロ丸の内線

「荻窪駅」 徒歩 10 分 

4 板橋区立 

中央 

2,907 ㎡ なし 不明 東武東上線「ときわ台駅」 徒歩

3 分 

5 中野区立 

中央 

4,480 ㎡ なし 不明 JR 中央線・総武線、東京メトロ

東西線「中野駅」 徒歩 7 分 

6 渋谷区立 

中央 

4,450 ㎡ 一般用：なし 

身障者用：あり 

あり ＪＲ山手線「原宿駅」 徒歩 5 分 

東京メトロ千代田線・副都心線

「明治神宮前（原宿）駅」 徒歩

６分 

7 目黒区立 

八雲中央 

3,020 ㎡ 20 台 

有料 20 分 100 円 

（めぐろ区民キャン

パス施設駐車場を利

用） 

不明 東急東横線「都立大学駅」 徒歩

7 分 

8 北区立 

中央 

6,165 ㎡ 一般用：20 台 

30 分 150 円 

30 分未満無料 

身障者用：2 台 

あり 

（バイク駐車場

あり） 

JR 京浜東北線、東京メトロ南北

線「王子駅」 徒歩 15 分、また

は王子駅北口（北とぴあ前）から

コミュニティバス「中央図書館」

すぐ 

JR 埼京線「十条駅」徒歩 12 分 

JR 京浜東北線「東十条駅」徒歩

12 分 

9 豊島区立 

中央 

3,000 ㎡ なし 2 時間無料、以

後は4時間100

円（ライズシテ

ィ池袋駐輪場を

利用） 

 

東京メトロ有楽町線「東池袋駅」

直結 

ＪＲ「池袋駅」 徒歩８分 



 

 
 

図書館名 延床面積 駐車場 駐輪場 公共交通 

10 文京区立 

真砂中央 

2,893 ㎡ なし あり 都営三田線「春日駅」 徒歩 7 分 

都営大江戸線、東京メトロ丸ノ内

線「本郷三丁目駅」 徒歩 7 分 

11 新宿区立 

中央 

4,674 ㎡ なし あり 都営大江戸線「東新宿」 徒歩 10

分、JR「新大久保駅」 徒歩 15

分、JR・西武鉄道・東京メトロ

「高田馬場駅」 徒歩 18 分、東

京メトロ「西早稲田駅」 徒歩 3

分 

12 港区立 

みなと 

3,997 ㎡ 一般用：なし 

身障者用：あり 

不明 都営三田線「御成門駅」 徒歩 1

分 

13 品川区立 

品川 

4,668 ㎡ なし 不明 京浜急行「新馬場駅」徒歩 3 分 

14 大田区立 

大田 

2,150 ㎡ 一般用：なし 

身障者用：あり 

あり 東急多摩川線「沼部」駅 徒歩 6

分 

15 千代田区立 

千代田 

2,616 ㎡ 車：最大 53 台 

（うち身障者用 3 台） 

バイク：12 台 

（30 分無料。以降は

30 分 250 円。区役

所駐車場と兼用） 

不明 東京メトロ東西線・半蔵門線、都

営新宿線「九段下」駅 徒歩 5 分 

16 中央区立 

京橋 

3,059 ㎡ なし あり 東京メトロ有楽町線 「新富町」

駅 徒歩１分、日比谷線 「築地」

駅 徒歩５分、都営浅草線 「東銀

座」駅 徒歩７分 

17 台東区立 

中央 

3,844 ㎡ 27 台 

（30 分 200 円。以

降は 15 分 100 円

(8:00-22:00)、 

1 時 間

￥ 100(22:00- 翌

8:00)。生涯学習セン

ター駐車場を利用） 

不明 日比谷線入谷駅 徒歩 8 分 

つくばエクスプレス浅草駅 徒歩

5 分 

18 足立区立 

中央 

6,537 ㎡ 一般用：57 台 

身障者用：5 台 

（30 分 100 円。併

設の学びピア21施設

駐車場を利用） 

あり JR 常磐線、東京メトロ千代田

線・日比谷線、東武スカイツリー

ライン、つくばエクスプレス「北

千住駅」 徒歩 15 分 

19 荒川区立 

南千住 

2,686 ㎡ 8 台（無料） 不明 JR常磐線、東京メトロ日比谷線、

つくばエクスプレス「南千住駅」 

徒歩１０分 

20 墨田区立 

ひきふね 

3,393 ㎡ 一般用：12 台 

身障者用：1 台 

（30 分無料、以降は

30 分 150 円） 

91 台 

バイク 5 台 

東武スカイツリーライン、東武亀

戸線「曳船駅」 徒歩 5 分、京成

押上線「京成曳舟駅」 徒歩 3 分 

21 江東区立 

江東 

4,935 ㎡ なし あり 東京メトロ東西線「南砂町駅」 徒

6 分 

22 葛飾区立 

中央 

5,078 ㎡ なし 

（同ビル内に有料の

公共駐車場 256 台分

有） 

なし 

(同ビル内の駐輪

場を利用 3 時間

無料） 

JR 常磐線、京成金町線「金町駅」 

徒歩２分 

23 江戸川区立 

中央 

7,500 ㎡ 20 台 

（1 時間 200 円、以

後は 1 時間 100 円） 

あり JR 総武線「新小岩」 徒歩 20

分、または都営バス「江戸川高校

前」・「江戸川区役所前」徒歩５分 

※HP 等より 















 
 

図書館名⑤ ：せんだいメディアテーク【宮城県 仙台市】 

コンセプト・基本理念 ：最先端の知と文化を提供すること、ネットワークの利点を最大限に活用

すること、あらゆる障壁（バリア）から自由であること 

図書館の特徴・概要 ：図書館と映像メディアセンター、市民ギャラリーなどを備えた複合施設 

具体的な特徴・概要 

① すべての人に開かれた情報の拠点 

録音図書や字幕入りビデオの貸し出しなど、目や耳が不自由な方への情報提供サービスが積極的

に行われている。 

② 表現の空間の提供 

館内には多様な活動形態に対応したギャラリーやシアターを備え、美術・映像に関する展示や発

表に利用することができる。 

③ 多様なプロジェクト 

７階スタジオは、様々な情報発信や創造的活動の場となっており、特に 2011 年以降は「３が

つ１１にちをわすれないためにセンター」が開かれ、震災記録の集積拠点となっている。また、「考

えるテーブル」は震災復興や地域社会、表現活動について語り合う場として機能している。 

④ 自由を体現する建築と空間デザイン 

上下をつなぐ中空のチューブと、フロアの薄いプレート、外側を覆うガラスのスキンで構成され

た建築は、内側と外側、上と下、 健常者と障害者、運営者と利用者などといったバリアをとりの

ぞき、メディアを介してすべてが一体化していくという考え方を体現している。外側からは内部の

活動が見え、生き生きとした空間がデザインされている。 

 

 

 

 

 

 

外観            書架・閲覧席 

 

 

 

 

 

 

スタジオ          ギャラリー    （出典：せんだいメディアテーク HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 13 年 1 月移転 蔵書数 516 千冊 延床面積 3,750 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～20：00（火～金） 

 10：00～18：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、休日の翌日、年末年始（12/28～1/4） 

運営形態 ：指定管理者（公益財団法人仙台市市民文化事業団） 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（ギャラリー、スタジオ、店舗等） 

登録者数 - 市町の人口 ：1,012（千人）※ 

アクセス方法 ：地下鉄「勾当台公園駅」 徒歩 6 分（駐車場有：64 台 200 円/1 時間、2 時間以降 150 円/30 分） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より

７F：スタジオ 

６F：ギャラリー4200 

５F：ギャラリー3300 

４F：仙台市民図書館 

３F：仙台市民図書館 

２F：ライブラリー 

１F：プラザ 

B1F：駐車場など 

B2F：保存書庫など 

 



 
 

 
図書館名⑥ ：武蔵野プレイス【東京都 武蔵野市】 

コンセプト・基本理念 ：知的な創造や交流を生み出し、まちの活性化を深められるような市民

活動を支援する 

図書館の特徴・概要 ：駅前の複合施設内にあり、人々の交流を生み出す滞在型の図書館 

具体的な特徴・概要 

① 誰でも立ち寄れる滞在型の図書館 

従来の図書館にある「静かな場所」に加え、「音を出しても良い場所」を設けることで、誰でも

ふらっと立ち寄れる図書館となっている。 

② 夜からは、お酒も飲めるカフェ 

図書館に入ってすぐに見える 1 階中央部分にはカフェが導入され、貸出手続をしていない本を持

ち込めたり、アルコールが楽しめるなど、様々な利用者に応じた環境を提供している。 

③ 公園を併設した図書館 

図書館の前には公園が整備されており、休みの日には学生や親子連れが食事をしていたり、地域

団体等がイベントを実施する等、にぎわいのある空間となっている。 

④ 多機能の配置を工夫し、人々の交流を生み出す 

武蔵野プレイスには、「図書館」だけではなく、「生涯学習支援」、「市民活動支援」、「青少年活動

支援」を行う複数の機能が盛り込まれており、図書や活動を通して、人とひとが出会い、交流する

ような工夫がされている。さらに、人々の交流が自然に生み出されるように、会議室をガラス張り

にし中が見えるようにしたり、市民活動スペースにスタディコーナーを設置する等、工夫されたデ

ザインや配置が施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館外観と公園             1 階のカフェ 

基礎データ 

開館年月 ：平成 23 年 7 月 蔵書数 ：149 千冊※ 延床面積 ：9,810 ㎡※ 

開館時間 ：9：30～22：00 主な休館日 ：水曜日、第 3 金曜日、年末年始（12/29～1/4） 
運営形態 ：指定管理者（公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団） 

中央館／分館 ：分館 単独施設・複合施設 ：複合施設（生涯学習支援、市民活動支援、青少年活動

支援） 
登録者数 ：113.7 千人※(市内) 市町の人口 ：136（千人）※ 

アクセス方法 ：JR 中央線・西部多摩川線「武蔵境駅」より徒歩 1 分（駐車場有：28 台、30 分 200 円） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より



 
 

 
図書館名⑦ ：浦安市立中央図書館【千葉県 浦安市】 

コンセプト・基本理念 ：市民の誰もが、どこでも身近に利用できる図書館 

図書館の特徴・概要 ：利用者の利便性とサービス向上を重視した図書館 

具体的な特徴・概要 

① 駅前の公共施設を活用した貸出し・返却サービス 

駅前の公共施設を窓口として活用し、資料の貸出し・返却サービスを行うことで、通勤・通学の

途中で図書館の利用ができるようになり、インターネット予約と合わせて利用者にとっての利便性

が高まった。 

 

② 地域資料等の充実 

約 115 万冊の資料を所蔵し、浦安市関係の新聞記事 30 年分、東京ディズニーリゾート関係の

資料のほか、明治期からの毎日・読売新聞のマイクロフィルム、ビジネス情報のデータベースなど、

調べものに役立つ資料が充実している。 

 

③ 子どもの成長に合わせたサービス 

出生児へ絵本を贈る「ブックスタート」事業にはじまり、「赤ちゃんと楽しむわらべうたの会」「え

ほんのじかん」「子どもの本の講座」など、子どもの成長段階に応じた様々なイベントを用意して

いるほか、小中学生向けに図書館での職業体験も受け入れている。 

 

 

 

 

 

 

外観                レファレンス室 

 

基礎データ 

開館年月 ：昭和 58 年 3 月 蔵書数 ：806 千冊※ 延床面積 ：5,296 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～20：00（火～金） 

10：00～18：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、月末日（土日祝日を除く）、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設  

登録者数 ：49.5 千人※ 市町の人口 ：162（千人）※ 

アクセス方法 ：バス 6・7 系統「市役所前バス停」より徒歩 2 分（駐車場有：台数不明） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 



 
 

 
図書館名⑧ ：伊万里市民図書館【佐賀県 伊万里市】 

コンセプト・基本理念 ：伊万里をつくり 市民とともにそだつ 市民の図書館 

図書館の特徴・概要 ：市民と共につくり、まちや市民に貢献する図書館 

具体的な特徴・概要 

① 市民参加の図書館づくり 

1986 年に主に子育て中の母親たちによって立ち上げられた「図書館づくりをすすめる会」の動

きもあり、伊万里市民図書館の建設に至った。図書館開館後は「としょかんフレンズ伊万里」とな

って、図書館への援助と提言を続けている。どのような図書館にしたいかを図書館と市民が一緒に

考えていくことで、図書館の使命が明確になり、地域の活性化につながっている。 

 

② 的確な資料提供による課題解決支援 

ビジネス支援に力を入れている図書館が増えてきているが、伊万里市民図書館では、図書館が持

つ豊富な資料から迅速に的確に必要な情報を提供し、課題解決の支援をするという図書館の基本的

な使命を大切にし、図書館のサービスを利用していない人にもその利便性を PR するべく営業活動

を行っている。 

 

③ まちづくりに役立つ図書館 

「伊万里学のコーナー」では、行政と一緒にまちを作る市民を育てるため、伊万里の地域資料、

行政資料と共に、全国のまちづくりの資料も揃えている。 

 

 

 

 

 

 

 

外観            開架室           北の庭 

（（出典：伊万里市民図書館 HP） 
 

基礎データ 

開館年月 ：平成 7 年 7 月 蔵書数 ：334 千冊※ 延床面積 ：4,375 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～18：00（火～日） 

10：00～20：00（金） 

主な休館日 ：月曜日、祝日、第 4 木曜日、年末年始（12/28～1/3） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：36.7 千人※ 市町の人口 ：58（千人）※ 

アクセス方法 ：JR「伊万里駅」から徒歩 20 分（駐車場有） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 



 
 

 

図書館名⑨ ：札幌市中央図書館【北海道 札幌市】 

コンセプト・基本理念 ：「本の森」 

図書館の特徴・概要 ：都心にふさわしい図書館として、３つの役割（「役立つ情報の提

供」「札幌の魅力発信」「知的空間」）を効果的に果たす 

具体的な特徴・概要 

① 使いやすく、わかりやすい 

「歴史」「社会科学」に関する本を 1 階に集約し、1 階を一般図書貸出のフロア、2 階を調べも

の相談対応のフロアにエリア分けを行っている。 

1 階「マガジンの森」では、約 200 種類の雑誌を壁一面に表紙が見えるように並べている。 

② 本との新たな出会い・発見 

1 階「デジタル本の森」では、切り株に見立てた 6 ヵ所の電子図書館体験ブースで、さまざまな

電子書籍を読むことができる。また、館内のところどころに、今まで知らなかった本を見つけるこ

とができるかもしれない「展示の木」が生えている。 

③ プライバシーに配慮した、木のぬくもりあふれる空間 

2 階のキャレル席（個人用閲覧席 12 席）では、自分のパソコンを持ち込んで使用することがで

きる（原則 2 時間まで利用可能）。 

1 階・2 階のそれぞれのフロアに、木のぬくもりにつつまれながら、個室感覚でゆっくり読書を

楽しめる椅子を用意している。 

 

 

 

 

 

 

「マガジンの森」     「デジタル本の森」        「展示の木」 

 

 

 

 

 
 

キャレル席（個人用閲覧席）   ゆっくり読書を楽しめる椅子 

（出典：札幌市の図書館 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 26 年 4 月 

（リニューアルオープン） 

蔵書数 ：926 千冊 延床面積 ：9,049 ㎡ 

開館時間 ：9：15～20：00（月～金） 

9：15～17：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：施設点検日（第 2 水曜日）、図書整理日（第 4 水曜日）、年末年

始（12 月 29 日～1 月 3 日）、蔵書一斉点検日 
運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設 
登録者数 ：102.9 千人 市町の人口 ：1,959（千人） 

アクセス方法 ：市電「中央図書館前」下車すぐ、じょうてつバス「南 21 条西 11 丁目」から徒歩 7 分 

駐車場収容台数：82 台（埋蔵文化財センターと共用）※1 時間の利用制限有 

 



 
 

 
図書館名⑩ ：千葉市中央図書館【千葉県 千葉市】 

コンセプト・基本理念 きて、みて、発見！ 身近で頼れるみんなの図書館 

図書館の特徴・概要 千葉市生涯学習センターと合同の建物として建築された複合施設 

具体的な特徴・概要 

① サービス拠点の整備 

中央図書館を中核に地区図書館６館、分館７館、移動図書館車１台、公民館図書室２１室の各拠

点を、図書資料の搬送を行う物流ネットワークで結び「どこででも借りられ、どこででも返せる」

図書館サービスを提供。 

② ＩＣＴの利活用 

図書館ホームページによる、インターネットを通じた情報発信、さらに図書館に来館することな

く利用者自らが資料の予約や延長を行うことができるサービスの提供。上中下巻等で構成されるシ

リーズ本の順番予約の機能など様々なコンテンツを追加・拡充し、読んだ本の履歴や気になる本の

タイトルをリスト化して保存するマイライブラリー機能を追加するなど、利用者の利便性の向上に

努めている。 

③ 企画展示 

1 階 エントランス展示コーナーでは、1 か月に一度内容を変えながら、紹介したい事柄をピッ

クアップして資料を展示している。 

 

 

 

 

 

 

外観          アトリウムガーデン   そごう千葉店図書返却ポスト 

 

 

 

 

 

 

企画展示           （出典：錢高組 HP、千葉市図書館情報ネットワーク

協議会 HP、そごう千葉店 HP、千葉市図書館 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 13 年 4 月 蔵書数 ：667 千冊 延床面積 ：10,275 ㎡ 

開館時間 ：9：30～21：00（火～金） 

9：30～17：30（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日(ただし祝日・振替休日の場合は翌日) 

図書整理日(毎月第３木曜日。ただし祝日の場合は翌日) 

年末年始、特別整理期間 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（千葉市生涯学習センター） 
登録者数 ：115.5 千人 市町の人口 ：974（千人） 

アクセス方法 ：JR千葉駅から徒歩8分、または都市モノレール千葉公園駅から徒歩5分 138台（生涯学習センターと共有） 

2 時間まで無料。その後 20 分ごとに 100 円 



 
 

 
図書館名⑪ ：岡崎市図書館交流プラザ【愛知県 岡崎市】 

コンセプト・基本理念 市民が気軽に訪れることのできる「まちの縁側空間」 

図書館の特徴・概要 市民・行政・設計者が一緒になって、設計から運営まですべてのプロセ

スをワークショップを開催しながら計画 

図書館・生涯学習施設の各機能をゆるやかにゾーニングしなら視線が連

続する一体感のある空間 

具体的な特徴・概要 

① りぶら映像アーカイブスの導入 

ＮＨＫのニュース映像や、岡崎市内の懐かしい写真を見ることができる。 

動画は 160 番組、写真は 120 点見ることができる。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 郷土コレクション（地域資料） 

地域にゆかりのある人物に関する図書資料を充実させている。 

 
③ ブックスタート事業 

赤ちゃんと保護者に絵本を開く楽しい体験といっしょに絵本を手渡し、心ふれあうひとときを持

つきっかけをつくる活動として、平成 22 年 11 月から実施している。 

 対 象 者：生後６か月以上１歳６か月未満の乳児、及びその保護者 

 実施方法：保健所におけるポリオワクチン予防接種終了後に、読み聞かせを行い、絵本を

手渡す。 

 手渡す物：絵本 1 冊「いないいないばあ」、イラストアドバイス集、図書館利用案内、貸

出証交付申請書、絵本リスト、おはなし会案内、子育てだより「すくすく」、コットンバ

ッグ 

 実施体制：図書館、保健所が連携し、ボランティアと協働で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りぶら映像アーカイブス（出典：あいちの文化探し隊 HP） 

外観 



 
 

《平成 23 年度実績》 

 実施回数：予防接種会場（岡崎げんき館）・・・96 回（月・水・金曜日） 

 中央図書館 子ども図書室おはなしのへや・・・39 回（木曜日他） 

 実施人数：3,257 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：岡崎市立図書館ＨＰ） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 20 年 11 月 蔵書数 ：672 千冊（平成 24 年

度）AV 資料等含む 

延床面積 ： 23,422 ㎡ （ 図 書 館

7,895 ㎡） 

開館時間 ：9：00～21：00（木～火） 主な休館日 ：水曜日、年末年始（12/29〜1/3） 
運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設 
登録者数 ：136.3 千人 市町の人口 ：383（千人）
 

アクセス方法 名鉄 名古屋本線 東岡崎駅下車徒歩約 20 分、名鉄バス 『図書館交流プラザ』バス停下車 

名鉄 名古屋本線 岡崎公園前、愛知環状鉄道中岡崎駅より徒歩約 15 分）、まちバス「東西ルート」 『図書館

交流プラザ』バス停下車 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

【参考】明石映像アーカイブス（明石市立文化博物館） 

昭和の明石から現在までを映像で見られる「明石市映像アーカイブス」

システムを設置している。 

 NHK が過去に放送、保存している明石関連の番組、ニュース等を年

代別や事柄（例＝明石海峡大橋・たまご焼き等）別に検索しながら視

聴できるシステム。 

 映像素材をデジタル化しているため、ハイビジョンディスプレイで鮮

やかな画像を見る事ができる。 



 
 

 
図書館名⑫ ：ほんぽーと中央図書館（新潟市立中央図書館）【新潟県 新潟市】 

コンセプト・基本理念 ：心豊かな都市づくりを支える市民の身近な学びと情報の拠点 

図書館の特徴・概要 ：幅広い資料を収集し、市民に提供する図書館 

具体的な特徴・概要 

① 充実したビジネス支援サービス 

パソコン・マーケティングなどの仕事に役立つ資料を集めたビジネス支援コーナーや、オンライ

ンデータベースなどによる情報提供に加えて、起業や経営に関する専門家を招いた相談会も実施し

ている。 

 

② 地域資料に関する多様な資料コーナー 

坂口安吾や會津八一など新潟市にゆかりのある人物に関連する資料を紹介する「特別コレクショ

ン室」、４万冊の絵本や物語を揃えた「こどもとしょかん」、新潟市出身の漫画家の作品など 8000

冊を揃えた「マンガコーナー」など、多様な種類の資料を揃えたコーナーを設けている。 

 

③ 目的に合わせたスペースの充実 

開放的な休憩コーナーやカフェのほか、読書やパソコン利用のための学習室、園児・児童のため

のグループ学習室、150 人収容の多目的ホールなど、様々な目的に合わせたスペースが充実して

いる。 

 

 

 

 

 

外観            内観             カフェ 

（出典：新潟市立中央図書館 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 19 年 10 月 蔵書数 ：479 千冊※ 延床面積 ：9,132 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～20：00（月～土） 

10：00～17：00（日・祝） 

主な休館日 ：第 2 金曜日、第 1 水曜日、年末年始（12/29～1/3） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：63.0 千人※ 市町の人口 ：803（千人）※ 

アクセス方法 ：JR「新潟駅」より徒歩 10 分（駐車場有：100 台、最初の 30 分無料 以降 100 円/30 分） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 



 
 

 
図書館名⑬ ：秋田県立図書館【秋田県 秋田市】 

コンセプト・基本理念 ：県民の教養、文化、生活の向上に資するため、県内外の機関と連携し、

資料収集・提供を行う 

図書館の特徴・概要 ：情報・資料の充実や、利用者の利便性向上に積極的に取り組む図書館 

具体的な特徴・概要 

① 図書館サービスの ICT 化を推進 

『解体新書』など、所蔵する歴史資料約 1300 冊を電子書籍化し、スマートフォンやタブレッ

ト型端末に向けて貸し出しを行っている。また、デジタルアーカイブシステムの拡充も行い、県民

サービスの向上を図っている。 

 

② ビジネス支援サービスの充実 

ビジネス関連の行政資料や企業資料の収集を強化し、それらを配架した地域活性化コーナーを設

置したり、レファレンスサービスを強化するなど、民間企業の製品開発を支援する情報提供を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観                  内観 
（出典：秋田県立図書館 HP、 

東京都立図書館「公立図書館におけるレファレンスサービスに関する報告書」） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 5 年 11 月 蔵書数 ：789 千冊※ 延床面積 ：12,446 ㎡※ 

開館時間 ：9：00～19：00（月～金） 

10：00～18：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：第 1 水曜日、年末年始（12/28～1/3）  

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（秋田県公文書館） 

登録者数 ：95.6 千人※ 県の人口 ：1,098（千人）※ 

アクセス方法 ：「県立体育館前バス停」より徒歩すぐ（駐車場有：78 台、障害者用 4 台 無料。施設内の他、近隣の県教育

機関との共同駐車場有） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 



 
 

 
図書館名⑭ ：練馬区立南田中図書館【東京都 練馬区】 

コンセプト・基本理念 ：情報拠点として区民に役立ち、頼りにされ、愛される図書館  

図書館の特徴・概要 ：地域情報の収集・発信により、地域活動をサポートする図書館 

具体的な特徴・概要 

① 地域情報の積極的な収集と発信 

図書館スタッフが近隣のお店にインタビューし、その歴史や地域との関わりをまとめた資料を作

成するなど、図書館員が積極的に外に出て地域の情報を収集・発信することが特色となっている。 

 

② 「森の図書館」プロジェクト 

石神井氷川神社で毎年開催される、地元のお店とクラフト系クリエーターが出店するイベント

「井のいち」において、地域の協力のもと、おすすめ本の本棚を用意し、屋外で本を楽しめる「森

の図書館」を設置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観              「森の図書館」の様子 

 

 

（出典：練馬区立図書館 HP） 

 

基礎データ 

開館年月 ：平成 21 年 5 月 蔵書数 ：90 千冊※ 延床面積 ：920 ㎡※ 

開館時間 ：9：00～20：00（月～金） 

9：00～19：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日（第 3 月曜日を除く） 

運営形態 ：指定管理者（㈱図書館流通センター） 

中央館／分館 ：分館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：6.0 千人※ 市町の人口 ：695（千人）※ 

アクセス方法 ：西武池袋線「石神井公園駅」より徒歩 15 分、「練馬高野台駅」より徒歩 12 分（駐車場無：障害者用の公共

駐車場 1 台分有） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 



 
 

 
図書館名⑮ ：所沢市立所沢図書館【埼玉県 所沢市】 

コンセプト・基本理念 市民文化の創造と発展を支える地域の情報拠点 

図書館の特徴・概要 開館時間内に図書館を利用することが困難な、勤労者や学生の方

の利用拡大を図ることを目的として、２４時間営業のコンビニエ

ンスストアで図書等の貸出・返却の取次ぎを行なっている 

具体的な特徴・概要 

① 24 時間コンビニ図書等取次サービス 

市内の所定のコンビニストア 8 箇所で、予約した図書館資料を受け取ることができるサービス。 

【予約・貸出・返却方法】 

 予約：図書館かインターネットから予約 

 貸出：用意ができたらコンビニに資料が届き、 

7 日間 24 時間受取可能 

 返却：市内の図書館で返却（コンビニでの返却は不可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：所沢市立所沢図書館 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：昭和 23 年 6 月 蔵書数 ：443 千冊（平成 24 年

度）AV 資料等は除く 

延床面積 ： 3,578.87 ㎡ 

開館時間 9：30～17：00（水～日・祝） 

9：30～19：00（火祝日除く） 

（7～9 月は 20:00 まで） 

主な休館日 ：月曜日、日曜日、月の最終水曜日、年末年始（12/29～1/4） 

図書整理期間 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 
登録者数 ：47.8 千人 市町の人口 ：344（千人） 

アクセス方法 ：西武新宿線 航空公園駅東口より徒歩 5 分 

市内の取次店の位置 

取次サービス 専用袋 

外観 



 
 

 
図書館名⑯ ：長久手市中央図書館【愛知県 長久手市】 

コンセプト・基本理念 ：市民が集う憩いの場の図書館 

図書館の特徴・概要 ：市街地を一望できる丘の上に立つ、公園と一体になった開放的な図書

館 

具体的な特徴・概要 

① 公園と隣接した居心地の良い空間 

市街地を一望できる丘の上に立地し、公園と隣接した市のランドマークとなっている。建物の外

観は、“若々しい市 長久手”のイメージに合わせて明るく爽やかな印象を持たせる一方、“歴史

の市 長久手”の風情にマッチする落ち着いた色調でコーディネートされている。 

 

② ゆったり閲覧できるレイアウトの工夫 

開架の書棚を放射状に配置し、ゆったりと閲覧できる開放的な雰囲気の空間にしている。 

 

③ 親子連れでも楽しめる図書館 

児童書コーナーが充実しており、絵本作家を呼ぶ講演会も開催している。授乳室や子供用トイレ

などの親子連れに配慮した設備も整っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観                    内観 

 

（出典：長久手市中央図書館） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 4 年 6 月 蔵書数 ：197 千冊※ 延床面積 ：4,201 ㎡ 

開館時間 ：9：00～19：00（月～金） 

9：00～17：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、第 4 火曜日、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設  

登録者数 ：55.6 千人※ 市町の人口 ：49（千人）※ 

アクセス方法 ：地下鉄「藤が丘」下車、「文化の家北バス停」より徒歩 6 分（駐車場有：119 台、文化の家駐車場使用可） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 

 
 
 
 
 



 
 

 
図書館名⑰ ：鯖江市文化の館【福井県 鯖江市】 

コンセプト・基本理念 ：市民と力を合わせてつくる、市民のための、市民の「文化の館」 

図書館の特徴・概要 ：市民と協働し、幅広い年代層の要求に応じた事業を展開する図書館 

具体的な特徴・概要 

① 考え、交流する場「さばえライブラリーカフェ」 

「さばえ図書館友の会」が自主的に運営する「さばえライブラリーカフェ」は、講演を聞きなが

ら気軽に交流する場を提供するカフェであり、100 回以上の定期開催の実績を誇る。専門家を招

いた医学や法律、経済などに関する講演から、地元の有志による地場産業や祭りに関する講演まで、

そのテーマは多岐にわたる。 

 

② 女子高生のアイディアを取り入れた図書館アプリ 

女子高生の意見をまちづくりに取り入れるプロジェクト「鯖江市役所 JK 課」の活動の一環とし

て、図書館の個人用机の空き状況が分かるなどの機能を持つアプリ「Sabota」が作られた。 

 

③ 子どもの読書支援活動 

絵本の読み聞かせ会など、子どもの年齢に応じたイベント開催のほか、市内幼稚園・保育園の年

長児を対象に園と図書館の間をバスで送迎したり、図書館職員が学校を訪問して学校図書館の活性

化を図るというような活動が行われている。 

 

 

 

 

 

外観      ライブラリーカフェ     学校訪問 

（出典：鯖江市文化の館 HP、facebook ページ 
NPO 法人知的資源イニシアティブ HP http://www.iri-net.org/loy/loy2014-prel.pdf） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 9 年 12 月 蔵書数 307 千冊※ 延床面積 5,603 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～18：00（金以外） 

10：00～20：00（金） 

主な休館日 第 4 木曜日、年末年始（12/29～1/3） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：55.9 千人※ 市町の人口 ：68（千人）※  

アクセス方法 ＪＲ西日本北陸線「鯖江駅」より徒歩 40 分（駐車場有：約 150 台 無料） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
図書館名⑱ ：稲城市立中央図書館【東京都 稲城市】 

コンセプト・基本理念 地域の情報拠点、創造と交流の場 

図書館の特徴・概要 中央図書館と体験館の２つの施設があり、体験学習館で身をもって学

び、そのなかで生まれた疑問を図書館にある本や情報を使って解決し、

学んだ知識をより深めることができる。 

具体的な特徴・概要 

① 24 時間受取可能な貸出ロッカーの設置 

インターネット等から貸出予約をすると、正面入り口近くの貸出ロッカーから 24 時間、図書

資料を受け取ることが可能である。 

予約後に、職員が図書を用意し、利用者にロッカーの番号と暗証番号を通知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 無線ＬＡＮを活用した「図書館のホットスポット化」 

導入当時は日本初の取組みとして、無線ＬＡＮを活用した「図書館のホットスポット化」を実現

した。パソコンの持ち込みも可能だが、有料で館内貸出も行っている。 

（出典：稲城市立中央図書館 HP） 

 

基礎データ 

開館年月 ：平成 18 年 7 月 蔵書数 ： 292 千冊 延床面積 ：約 3,485 ㎡ 

（施設全体約 4,626 ㎡） 

開館時間 ：9：00～20：00 主な休館日 ：第四月曜日（国民の祝日の場合はその翌日） 

年末年始（5 日間）、特別整理期間（年 3 日） 

運営形態 ： NTT データ（代表企業） 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（城山体験学習館） 
登録者数 ： － 市町の人口 ：89（千人） 

アクセス方法 ：JR 南武線 南多摩駅下車徒歩 7 分、稲城・南多摩・若葉台 各駅より i バス「城山公園」バス停下車 

 
 

 

貸出ロッカー      
（出典：ＩＴＰｒｏ） 

外観 



 
 

 
図書館名⑲ ：田原市中央図書館【愛知県 田原市】 

コンセプト・基本理念 ：知り、学び、楽しむ機会が誰にでも開かれている図書館 

図書館の特徴・概要 ：中庭の緑を感じることができ、図書購入サービスを提供する図書館 

具体的な特徴・概要 

① 隣接する公共施設の相乗効果 

図書館への通路が、文化会館、体育館、図書館がつながっている等、図書館の新設と既存の総合

体育館・文化会館の一部改修によって、相乗効果をもたらすような計画がされている。 

 

② 図書館を介した図書購入サービスの提供 

利用者が自ら購入を希望する図書があった場合、利用者が館内カウンターで依頼をすると、図書

館職員が利用者の代わりに購入手続きを行うサービスを提供している。 

 

③ 居心地のよい空間づくり 

中庭・テラスの緑を眺める位置に多くの閲覧席が配置され、快適な時間を長く開架室で過ごせる

よう考えられている。また、市民の自由な活動の場となる大きなフリースペースが設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観               内観【中庭を望む閲覧席】 

基礎データ 

開館年月 ：平成 14 年 8 月 蔵書数 ：262 千冊※ 延床面積 ：3,972 ㎡※ 

開館時間 ：10:00～19:00（火～金） 

（木のみ 20:00 まで） 

 10:00～17:00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、第 2 金曜日、年末年始（12/28～1/4） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設（総合体育館、文化会館が隣接） 

登録者数 ：51.3 千人※（市内） 市町の人口 ：65（千人）※ 

アクセス方法 ：豊橋鉄道渥美線「三河田原駅」より徒歩 15 分（駐車場有） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 



 
 

 
図書館名⑳ ：延岡市立図書館【宮崎県 延岡市】 

コンセプト・基本理念 ：子どもからお年寄りまで学べる生涯学習の中核となる施設 

図書館の特徴・概要 ：複合カルチャー施設内にあり、様々な部屋が充実した市民の生涯学習

と文化活動の促進に役立つ図書館 

具体的な特徴・概要 

① 利用者が選べる様々な部屋が充実 

やわらかい雰囲気の「おはなしのへや」、ガラスのスクリーンで仕切られた「くつろぎコーナー」、

掘りごたつ風の「畳コーナー」など、本を楽しむための様々な部屋が設置されている。 

 

② 子どもを対象としたイベントの充実 

毎週行われる「おはなし会」や、ボランティアとの連携で運営される民話や英語の絵本の読み聞

かせの会の他、５月のこどもの読書週間にちなんだ「こどもとしょかんフェスティバル」や、夏休

み中の親子セミナー「布絵本講座」など、子どもの読書を推進する様々なイベントが行われている。 

 

③ 移動図書館による図書の提供 

大人のための実用書や小説や、子どものための絵本や物語を積んだ移動図書館車「ふくろう号」

が月２回、市内の学校や集会所など 36 箇所のステーションを回っており、図書館への来館が難し

い人が本に触れる機会を作っている。 

 

 

 

 

 

 

 

外観                 内観 
（出典：延岡市立図書館 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 9 年 2 月 蔵書数 ：355 千冊※ 延床面積 ：3,168 ㎡※ 

開館時間 ：9：00～19：00（火～金）  

9：00～17：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日（祝日除く）、第１金曜日（祝日・6 月除く）、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（社会教育センター、多目的ホール、ハーモ

ニーホール、ギャラリー等） 

登録者数 ：73.5 千人※（市内） 市町の人口 ：133（千人）※ 

アクセス方法 ：JR 日豊線「延岡駅」下車、「市役所前バス停」より徒歩 10 分 （駐車場有：237 台） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 



 
 

 
図書館名㉑ ：和泉市立和泉図書館【大阪府 和泉市】 

コンセプト・基本理念 利用する人が目的に合った本と出会えるように配慮 
座席の多い滞在型図書館としてくつろぎ、学び、遊ぶ空間を創出 

図書館の特徴・概要 中庭の｢知のオアシス｣を取り巻くように、一般書、児童書、ティーンズ、
雑誌、ビジネス書など 12万冊に及ぶ蔵書を機能的に配置。回遊式で目的の
本が見つけやすいよう配慮されている。また、椅子の多い滞在型の図書館
としてくつろげる空間を創り出している。 

具体的な特徴・概要 

① “すくすくタイム”の設置 

毎週金曜日（休館日を除く）午前 10 時～正午の間で、0 歳から 3 歳の子どもと保護者が気兼

ねなく図書館を利用できる時間「すくすくタイム」を設けている。音楽や館内放送で来館者にお

知らせし、子どもの泣き声や笑い声が聞こえても協力してもらうようにしている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：広報いずみ（平成 25 年 6 月号）、和泉市立図書館ＨＰ） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 23 年 3 月 蔵書数 ： 229 千冊（平成 24 年

度）AV 資料等は除く 

延床面積 ： 1,668.11 ㎡ 

開館時間 ：10：00～21：00（月～金） 

9：00～20：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：毎月第2金曜日（館内整理日）年末年始（12月29日～1月3日） 

特別整理期間（年 1 回 2 週間以内） 
運営形態 ：図書館流通センター 

（指定管理者 平成 23 年度～27 年度） 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設 
登録者数 ：25.8 千人 市町の人口 ：187（千人）
 

アクセス方法 ：JR 阪和線 「和泉府中」駅下車徒歩約 2 分、南海バス 「和泉府中車庫前」バス停より徒歩約 2 分 

 

【参考】あかちゃんタイム（杉並区立中央図書館） 

保護者が乳幼児と一緒にゆったりと気兼ねなく図書館を利用できる

よう、各図書館で「あかちゃんタイム」を設置している。図書館スタッ

フとボランティアでサポートしている。 

（日時）毎週火曜日 10：30～12：00 

（対象）就学前までのお子さん、保護者 

あかちゃんタイムの様子 
（出典：杉並区立図書館 HP） 



 
 

 
図書館名㉒ ：伊那市図書館【長野県 伊那市】 

コンセプト・基本理念 ：伊那谷という「屋根のない博物館」の中で、人々が交流し、新しい知

を育む「屋根のある広場」としての図書館 

図書館の特徴・概要 ：市民協働型でつくるアプリによる地域資源の活用を推進する図書館 

具体的な特徴・概要 

地域情報のデジタルアーカイブ化 

これまで、図書館やその他公共施設に蓄積されてきた古地図などの地域資料は、分散しており統

合的にアクセスできる仕組みが存在しなかった。プロジェクト「高遠ぶらり」では、古地図をデジ

タル化し、iPhone/iPad 用のアプリで GPS による位置情報と共に利用できるようにしたり、史跡

などの情報も合わせて表示できるようにすることで、学習や観光に役立てられるようにした。 

また、アプリを利用したウォークラリーなどのプログラムは、観光客や小学校・ボーイスカウト

の地域学習などに提供されている。地元の高校ではデジタルコンテンツの制作を通じた地域情報の

収集・発信の授業に活用され、成果物は実際に観光マップに掲載された。 

 

※プロジェクトのオーナーは伊那図書館であるが、アプリケーションの制作過程においては市民

が主体となって参加型の講座が行われている。 

 

 

 

 

 

 

外観          アプリ画面       小学生向けウォークラリー 

（出典：伊那市 HP、高遠ぶらり HP http://takato-burari.info/） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 6 年 蔵書数 ：290 千冊 延床面積 ：3,025 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～19：00（火～日） 主な休館日 ：月曜日、最終火曜日、年末年始（12/29～1/4） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：49.2 千人 市町の人口 70（千人）※ 

アクセス方法 ：JR「伊那市駅」より徒歩 3 分（駐車場有：80 台） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

図書館名㉓ ：東近江市立八日市図書館【滋賀県 東近江市】 

コンセプト・基本理念 ：「市民の“広場”としての図書館」、「地球と人にやさしい図書館」、「職

員と市民が協働して作っていく図書館」など 

図書館の特徴・概要 ：市民が運営するコーヒーコーナーやリサイクルショップを設置 

具体的な特徴・概要 

① 自然環境を考えるコーナー「風倒木」 

２階に設けられた「風倒木」のコーナーには、自然や環境に関する本や雑誌、写真集などが揃っ

ているほか、人と自然をテーマにした、プロによる絵画・写真・書などの作品の貸し出しもおこな

っている。 

 

② 市民グループによるコーヒーコーナー 

「風倒木」コーナーには、環境問題に関心を持つ市民のグループ「人と自然を考える会」が運営

するコーヒーコーナーもあり、地元陶芸家が作ったカップを選んで、無農薬のコーヒーを楽しむこ

とができる。 

 

③ 本のリサイクルショップ「ぶっくる」 

「風倒木」コーナーには、同じく「人と自然を考える会」が運営する本のリサイクルショップ「ぶ

っくる」がある。図書館に収容できなくなった本や古くても利用価値のある本など、常時 6000

冊の本が置かれ、１冊 20～50 円で販売されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観               内観 
 

（出典：東近江市 HP、東近江市立図書館 HP、文部科学省 HP） 
 

基礎データ 

開館年月 ：昭和 60 年 7 月 蔵書数 ：293 千冊※ 延床面積 ：2,289 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～18：00（火～日） 主な休館日 ：月曜日、祝日、第 4 木曜日、年末年始（12/28～1/4） 
運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：57.7 千人※ 市町の人口 ：114 千人※ 

アクセス方法 ：近江鉄道八日市線「八日市駅」より徒歩 15 分（駐車場有：80 台） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 



 
 

 
図書館名㉔ ：白河市立図書館【福島県 白河市】 

コンセプト・基本理念 ：街づくりと人づくりの拠点 

図書館の特徴・概要 ：図書館利用に関して自由度が高く、開放的な図書館 

具体的な特徴・概要 

① IC タグによる自動貸し出し 

資料にはすべて IC タグがついており、自動貸出機を設置しているため、利用者が自分で貸し出し

処理を行うことができ、処理がスピーディなだけでなく、プライバシーも守れる。 

 

② 貸出冊数は無制限 

視聴覚資料を除く資料の貸し出し冊数は「21 日で読める冊数」と定めており、特に制限は設け

ていない。サービスの自由度が高い背景には、「図書館は社会の一部」として自立を促す考えがあ

る。 

 

③ 明るく開放的な滞在型図書館 

城下町の景観に配慮した勾配屋根を採用し、局面天井や光の演出などで内部空間に変化を与えて

いる。また、地域のコンテクストを意識して開口部を定め、季節・時間の変化を感じられる滞在型

の図書館となること、開放的なランドスケープとして市民に開かれた場所になることを目指して設

計された。 

 

 

 

 

 

 

 

外観               内観 
（出典：第一工房 HP） 

基礎データ 

開館年月 ： 平成 23 年 7 月 

（移転オープン） 

蔵書数 ：142 千冊※ 延床面積 ：2,734 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～20：00（火～金） 

9：30～18：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、第 1 水曜日、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：11.2 千人※ 市町の人口 ：65 千人※ 

アクセス方法 ：東北本線「白河駅」より徒歩 5 分（駐車場有：206 台） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 

 
 
 
 
 



 
 

 
図書館名㉕ ：静岡市御幸町図書館【静岡県 静岡市】 

コンセプト・基本理念 ：市民の暮らし・仕事・まちづくりに役立つ図書館 

図書館の特徴・概要 ：官庁・オフィス街に立地する再開発ビルの中にある情報拠点 

具体的な特徴・概要 

① 見せる棚づくり 

御幸町図書館ではビジネス支援サービスに力を入れているが、ビジネス支援のコーナーを作る替

わりに、あらゆる分野がビジネスと関わりを持つと考え、玄関ホールの目立つ位置に、ビジネスに

役立つ様々なテーマの展示をしている。 

 

② 「産学交流センター」との連携 

同じビル内の「静岡市産学交流センター」と連携してビジネス支援サービスを進めている。セン

ターと図書館双方の PR を意図して、産学交流センターの講座のテーマに関連する図書・雑誌・ウ

ェブサイト・データベースを紹介するパスファインダーを作成し、館内で講座のチラシと一緒に配

付すると同時に、講座の受講者にも配付した。また、産学交流センターの相談者が図書館の資料を

紹介されたり、逆に図書館から産学交流センターへ利用者が案内されるというような、相談事業の

シームレス化が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観                 内観 

   

 

基礎データ 

開館年月 ：平成 16 年 9 月 蔵書数 ：140 千冊※ 延床面積 ：2,074 ㎡※ 

開館時間 ：9：30～20：00（月～金） 

9：30～17：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：第 2 月曜日、第 4 水曜日、祝日の次の平日、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：分館 単独施設・複合施設 ：複合施設（産学交流センター、店舗等） 

登録者数 ：28.3 千人※ 市町の人口 ：716（千人）※ 

アクセス方法 ：JR「静岡駅」より徒歩 5 分（駐車場有：45 台、200 円/30 分） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

図書館名㉖ ：愛荘町立愛知川図書館【滋賀県 愛知郡愛荘町】 

コンセプト・基本理念 ：いつでもどこでも誰でも学べる「町じゅう生涯学習」の基盤づくりに

努める 

図書館の特徴・概要 ：単なる来訪者への資料提供に留まらず、積極的にまちづくりに取り組

む図書館 

具体的な特徴・概要 

① 町関連資料収集の取り組み 

館内では、町に関連した資料を積極的に収集しており、テーマごとに見やすく分類してそれぞれ

のコーナーに配架している。各自治会のコーナー、町内の企業のコーナーや、中山道関連の資料の

コーナーのほか、求人案内や、日々の新聞の折り込み広告など生活に関連した資料のコーナーも設

けている。 

 

② 「まちのこしカード」 

「まちのこしカード」は、愛知川町内の歴史的、文化的、自然的な地域資源を記録し地域の財産

目録として活用するというエコミュージアムの手法を取り入れたものである。愛知川町では、これ

にさらに図書館の基本的な業務である地域資料の収集、保存、活用の働きを加えたシステムにして

いる。身近な地域の資産の発見・調査情報を利用者が記載し、ファイルに収集保管されたカード情

報をいつでも検索できるシステムである。記載された情報の時間、場所、形状、数量等の事実の記

録そのものが時間とともに大きな価値となるのである。単なる「地域の宝探し」で終わるのではな

く正確な情報が収集・記録できるように、あくまでも事実に立脚した情報収集となるような配慮を

している。 

 

 

 

 

 

 

外観                内観 

（出典：文部科学省 HP「図書館とまちづくり（滋賀県愛知川町立図書館）」） 

基礎データ 

開館年月 ：不明 蔵書数 ：214 千冊※ 延床面積 ：1,686 ㎡※ 

開館時間 ：10：00～18：00（水～日） 主な休館日 ：月曜日、火曜日、祝日、最終水曜日、年末年始 
運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（びんてまりの館） 

登録者数 ：28,097 人※ 市町の人口 ：19.9 千人※ 

アクセス方法 ：近江鉄道「愛知川駅」より徒歩 7 分（駐車場有：台数不明） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 
 
 

 
 



 
 

図書館名㉗ ：ことば蔵（伊丹市立図書館）【兵庫県 伊丹市】 

コンセプト・基本理念 ：本と出会い、ことばを交わす「公園のような図書館」 

図書館の特徴・概要 ：従来の図書館機能に加え、人と人が語り合い、交流できる場としての

機能を備えている図書館 

具体的な特徴・概要 

① 利用者参加型運営の「交流フロア」 

１階はフロア全体がイベントスペースの「交流フロア」となっている。「交流フロア」の利用ル

ールやイベントの企画は、だれでも自由に参加できる「ことば蔵交流フロア運営会議」で決めてい

る。 

 

② 本を通じた交流「カエボン」 

「カエボン」とは、「運営会議」から生まれた企画の１つで、自分のおすすめの本を持参し、自

作の帯をつけて他の人のおすすめの本と交換できる仕組み。市民が主体となり、まちの活性化や図

書館の利用促進、読書環境の充実を図っていることが評価され、「マイクロ・ライブラリーアワー

ド」を受賞している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観                   カエボン棚 

（出典：伊丹市 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 24 年 7 月 蔵書数 ：353 千冊※ 延床面積 ：6,194 ㎡ 

開館時間 ：9：30～20：00（火～金） 

9：30～18：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、第 1 木曜日、年末年始（12/29～1/3） 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：単独施設 

登録者数 ：52.3 千人※ 市町の人口 ：197,749 人（平成 26 年 9 月 1 日現在） 

アクセス方法 ：JR「伊丹駅」より徒歩 15 分（駐車場無） 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 

 
 
 
 
 
 



 
 

図書館名㉘ ：海士町中央図書館【島根県 隠岐郡】 

コンセプト・基本理念 ：既存の公共施設を図書分館として整備し、それをネットワーク化した

「島まるごと図書館」の中心 

図書館の特徴・概要 ：地域住民がつくりあげた地域密着型の図書館 

具体的な特徴・概要 

① 「島まるごと図書館構想」の策定 

海士町中央図書館は、地区公民館や港、診療所などの人が集まる場所や学校図書館を「図書分館」

と位置づけ、それらをネットワーク化することで、島全体を一つの『図書館』とする「島まるごと

図書館構想」の中核として開設された図書館である。 

海士町は、町の高齢化・過疎化を受けて「持続可能な地域社会をつくる『人間力』溢れる人づく

り」の推進に取り組んでおり、その中で「読書活動」を重点施策として位置づけている。それまで

図書館がなく、どのように島民に本を提供していくかという課題を抱えていた町が打ち出したの

が、限られた予算で最大限の効果を生むための「島まるごと図書館構想」であった。 

 

② 住民からなる委員会の設置 

図書館の事業実施にあたっては、「島まるごと図書館運営委員会」等の組織が関わっている。委

員にはまちづくり団体等が入っており、その他組織となる「地域部会」には地域住民が入り、事業

の企画等を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外観        田んぼの景色が見える閲覧席    ガーデンテラス 
 

（出典：海士町中央図書館 HP、海士町 HP） 

基礎データ 

開館年月 ：平成 22 年 10 月 蔵書数 ：14 千冊※ 延床面積 ：200 ㎡※ 

開館時間 ：9：00～18：00（火～金） 

9：00～17：00（土・日・祝） 

主な休館日 ：月曜日、年末年始 

運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（海士町中央公民館） 

登録者数 ：470 人※ 市町の人口 ：2.3（千人）※ 

アクセス方法 ：菱浦港から車で 8 分 

※「日本の図書館 統計と名簿 2012」より 
 
 
 

 

 
 
 



 
 

図書館名㉙ ：岐阜市立中央図書館【岐阜県 岐阜市】 

コンセプト・基本理念 ：市民が集う「知」と「文化」創造の森  

–人が育つ図書館、人が育てる図書館- 

図書館の特徴・概要 ：新しいまちの拠点機能の一つとしての中央図書館 

3 つの拠点機能を持つ複合施設「みんなの森ぎふメディアコスモス」

の「知の拠点」を担う機能としての中央図書館。ほかに「文化の拠点（多

文化交流プラザ）」、「絆の拠点（市民活動交流センター）からなる。 

具体的な特徴・概要 

③ 学校連携 

ぎふメディアコスモス１階の図書館事務室横に学校連携室を設置。資料の貸出やレファレンス、

学校図書館運営についての相談を受け付けている。 

④ ビジネス支援事業 

・ビジネス支援コーナー：国や県、岐阜市の関係機関等が発行している冊子やパンフレット等を

収集し提供 

・支援セミナー：起業を志す方に向けた入門編のセミナーや、起業に向けた具体的な実務に関す

るセミナーを無料で開催 

  ・経営相談：図書館カウンターで「創業・経営相談窓口」を開催（週 1 回） 

⑤ みんなの図書館 「おとなの夜学」 

岐阜の郷土文化にまつわるいろいろなことを学ぶ講座の開催。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

基礎データ 

開館年月 ：平成 27 年 7 月 蔵書数 ：300 千冊（開館時） 延床面積 ：約 9,400 ㎡ 

開館時間 ：9：00～20：00 主な休館日 ：毎月最終火曜日、年末年始 
運営形態 ：直営 

中央館／分館 ：中央館 単独施設・複合施設 ：複合施設（みんなの森ぎふメディアコスモス） 

登録者数 ：-人 市町の人口 ：413（千人） 

アクセス方法 ： JR 岐阜駅または名鉄岐阜駅から約 15 分 

 
 

外観 

（出典：岐阜市中央図書館 HP、岐阜市 HP） 

 

内観 

インターネット席 

 
みる・きくシート 

 

学校連携室 

 

ファッションコーナー 
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